
2.間門松沢第l号墳出土刃関双孔鉄剣について

( 1 )はじめに

第 1I邪 古演時代中期の古墳について

間門松沢第 l号墳第3埋葬施設から出土した鉄剣は、刃関部に双孔を穿つ特徴的な目釘孔をもっ。刃

関双孔をもっ鉄剣は、弥生時代後期を中心に方形周溝墓や磯床墓、壷棺墓といった墓域から数多く出土

しているが、古墳時代にまで時期が下るものは極端に少なくなる。 さらに、古墳時代中期以降の出土例

となると、管見に触れる限り、神奈川県厚木市の吾妻坂古墳出土例(西川編2004)、石川県能美市の下

開発茶臼山9号墳出土例(三浦編2004)以外に類例を見出すことができない。

前期古墳から出土する刃関双孔鉄剣の中には、装具への固定に際して目釘孔を使用しないヤリ(註

1 )に転用される資料が含まれている。これらの剣は刃関双孔をもちながらも、把装具への装着に際し

て、目釘を用いた固定がなされなかった事例である。豊島直博氏は、 古墳時代の刃関双孔をもっヤリに

関して、弥生時代から長く使われ続けた伝世品である可能性を指摘している(豊島2008b)。古墳時代の

刃関双孔鉄剣の出土事例が少ないため、その意義については評価が難しい。今後の類例の増加を侠ちた

いところであるが、こ こでは豊島氏の論考に導かれ、弥生時代以来の伝世品である刃関双孔鉄剣が古墳

時代にも残存するという観点から、若干の検討を試みたい。

( 2 )刃関双孔鉄剣の類例(第108図，第39表)

①弥生時代の刃関双孔鉄剣

弥生時代の刃関双孔鉄剣は 第39表刃関双孔鉄剣出土地一質表

管見に触れる限り、全国54遺

跡より87点が出土 してい る

(註2)。弥生時代後期のもの

がほとんどであるが、福岡県

福岡市の吉武遺跡群出土例

(力武・横山編1996)のよう

に、北部九州でおは弥生時代中

期にまで遡る資料も数多く認

められる。また、東日本にお

いても弥生時代中期後葉に比

定される資料として、神奈川

県秦野市の砂田台遺跡では住

居祉より刃関双孔鉄剣を分割

再加工した鉄斧や万子が出土

している(宍戸ほか編1989・

1991)ほか、 長野県佐久市の

五里田遺跡でもやはり住居祉

辺跡名
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から刃関双孔鉄剣が出土している (三石編1999)。日本列島に鉄剣が出現し始めた弥生時代中期には、

既に刃関双孔鉄剣は存在していたと言えよう。

弥生時代の鉄剣の把の研究をおこなった豊島直博氏の分類(豊島2004)に従えば、弥生時代の刃関双

孔鉄剣の内、 茎部に有機質の付着が確認できるもののほとんどには、二枚合わせ式やー木造り式、鹿角

Y字式といった木製把や鹿角製把が装着されていた痕跡が認められる。 一方で、ヤリとされる四枚合わ

せ式に該当するものは皆無である。
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謹まれるところでめるが、そんな中にあって、開門松沢鶏 i号噴出土棚は、古墳時代におげる克j関斌北

鉄鎖の性格を考えるうえで、費量なー伊jになると雷えよう。

註

1 f槍j という字は茎式のヤリ以外に、袋部をもっホコを表現する際にも用いられることがある。滋乱を避けるために茎式のも

のを fヤリJ と表環する提案{菅谷1975・寺沢1990)に従うこととする。

2 京都熔京丹後市の浅後谷薦遺跡境基第2主体部出土例{伊野‘竹原・河野l宮98)や長鯖県佐役探索の門前遺跡1号箱式石棺3露
出土例(鱒島ほか緩2∞粉、大分県呂田市の棄場第2遺跡的考土壌募出土傍(高橋編1989)は、薬着替の潤端4こ臼釘を愛し込み、

熊身と招を臨笈ずることで、刃関双弘と凋様の役観を来たしている事例であるが、熊本体に刃関双孔が穿たれていないため、

検討の対象から外した。一方、静樋熊掛川市の濠新EEl遺跡I号方形廃溝墓主体部出土傍{平野1987)や長崎染対潟市のシゲノダ

ン遺跡石豊富土壌出こと傍(小限ほか編1974)、大分県竹田市の小減摩遺跡4号墓出土傍(箆内編2∞2)や宮鋳猿!A湯君事務官謀略のHl
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第10:1巨 富士山・愛m山鹿の古噴併について

床遺跡B区13号基出土例(有田ほか編1986)は、茎部に双孔が穿たれ、正確には刃関双子しとは言い難い。 ただし、 3例ともほぼ

無関で、身部と茎部の境界が陵昧であることから、刃関双孔同様の役割を果たした目釘孔と考え、検討の対象に加えた。

3 刃関双孔鉄剣の中にも、目釘孔を利用して茎部を裁断した痕跡が認められるものが存在する(上田編1998)。

4 盤烏直博氏の御教示による。豊島氏による古墳時代の把の分類(重量島2008a)で言うC類あるいはD類に該当すると考えられる。
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